
1

れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
多
彩
で
風
向
き
や
日

当
た
り
、
植
生
、
地
形
や
眺
望
を
詳
細
に
記
録

し
た
敷
地
分
析
の
ス
ケ
ッ
チ
や
、
建
物
配
置
、

屋
根
勾
配
の
向
き
、
土
着
的
な
納
屋
の
形
状
や

地
元
の
材
料
等
、
後
の
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
基
に
な
る
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
当

時
ハ
ル
プ
リ
ン
が
考
え
て
い
た
の
は
海
岸
の
自

然
環
境
に
負
担
を
か
け
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
手
法
で
、
現
在
の
「
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
や
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
デ
ザ
イ

ン
」
と
同
じ
系
譜
の
考
え
方
だ
。
現
在
で
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
解
析
技
術
の
発
達
で
容
易

に
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
計
画
を

行
う
こ
と
が
可
能
だ
が
、
50
年
前
の
ハ
ル
プ
リ

ン
は
自
ら
の
足
で
強
風
が
吹
き
つ
け
る
海
岸
線

を
歩
き
、
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
な
が
ら
環
境
低
負

荷
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
構
想
し
た
。

　

生
前
の
ハ
ル
プ
リ
ン
は
、「
ス
ケ
ッ
チ
は
第
二

の
言
語
」、「
ス
ケ
ッ
チ
は
設
計
の
決
断
を
下
す

と
き
に
使
う
内
省
的
プ
ロ
セ
ス
」
と
断
言
し
た

そ
う
だ
。
彼
の
ス
ケ
ッ
チ
は
個
人
的
な
経
験
や

ア
イ
デ
ィ
ア
を
素
早
く
描
き
留
め
た
も
の
で
決

し
て
上
手
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
ス
ケ
ッ

チ
と
そ
こ
に
書
き
こ
ま
れ
た
補
足
の
メ
モ
は
雄

弁
で
時
間
を
超
え
る
強
度
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

研
究
室
の
ス
ペ
ー
ス
が
広
が
り
、
手
つ
か
ず

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
一
年
前
の
引
っ
越
し
荷

物
を
片
付
け
る
こ
と
に
し
た
。
書
籍
を
詰
め
込

ん
だ
最
後
の
段
ボ
ー
ル
を
開
封
す
る
と
、
一

冊
の
懐
か
し
い
本
と
再
会
し
た
。
バ
ー
ク
レ
ー

時
代
の
恩
師
ド
ン
リ
ン
・
リ
ン
ド
ン
が
編
集
し

た
モ
ノ
グ
ラ
フ
『
シ
ー
ラ
ン
チ
』
だ
。
学
生
や

若
い
設
計
者
に
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
と
思
う

が
、
シ
ー
ラ
ン
チ
は
１
９
６
0
年
代
半
ば
に
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・

ハ
ル
プ
リ
ン
と
建
築
家
グ
ル
ー
プ
、
ム
ー
ア
・

リ
ン
ド
ン
・
タ
ー
ン
ブ
ル
・
ウ
ィ
テ
カ
ー
（
Ｍ

Ｌ
Ｔ
Ｗ
）
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
近
郊
の
海
岸
沿
い
に
位
置
す
る
別
荘
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
建
築
家

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ム
ー
ア
の
初
期
代
表
作
、
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
１
が
建
て
ら
れ
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
て
い
る
。

　

パ
ラ
パ
ラ
と
本
を
め
く
っ
て
い
る
と
（
だ
か

ら
引
っ
越
し
荷
物
が
片
付
か
な
い
）、
ハ
ル
プ

リ
ン
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
数
点
で
目
が
止
ま
る
。

ペ
ン
と
水
彩
に
よ
る
ラ
フ
で
味
の
あ
る
独
特
の

ス
ケ
ッ
チ
群
だ
。
シ
ー
ラ
ン
チ
の
計
画
で
ハ
ル

プ
リ
ン
は
敷
地
調
査
に
一
年
を
費
や
し
、
多
く

の
ス
ケ
ッ
チ
が
こ
の
と
き
に
描
か
れ
た
と
言
わ

　

彼
が
ス
ケ
ッ
チ
に
描
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
構
想
は
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
形
で
今

日
ま
で
引
き
継
が
れ
、
シ
ー
ラ
ン
チ
は
成
熟
し

た
リ
ゾ
ー
ト
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
成
長
し

て
い
る
。

　

現
在
で
は
設
計
の
プ
ロ
セ
ス
の
ほ
と
ん
ど

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
面
上
で
完
結
す
る
よ

う
に
な
り
、
ス
ケ
ッ
チ
や
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
を
描

く
機
会
も
随
分
と
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
製
図
台

が
な
い
設
計
事
務
所
は
今
や
珍
し
く
な
い
し
、

こ
れ
か
ら
も
増
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書

に
収
め
ら
れ
た
ハ
ル
プ
リ
ン
の
ス
ケ
ッ
チ
を
見

る
と
、
思
考
の
過
程
や
一
瞬
の
ひ
ら
め
き
を
記

録
に
と
ど
め
て
お
く
に
は
、
手
描
き
の
ス
ケ
ッ

チ
が
い
ま
だ
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
教
え
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

ち
な
み
に
多
く
の
ハ
ル
プ
リ
ン
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
シ
ョ
ー
ト
レ
ク
チ
ャ
ー
がThe 

Cultural Landscape Foundation

の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
＊
）
に
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
一
般
に
も
公

開
さ
れ
て
い
る
。
平
易
な
英
語
で
語
ら
れ
て
い

る
の
で
ぜ
ひ
と
も
建
築
・
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン

を
志
す
学
生
に
は
視
聴
し
て
も
ら
い
た
い
。

矢
口
哲
也

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院

創
造
理
工
学
部
建
築
学
科
教
授
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稲
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［
稲
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環
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手
に
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る
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め
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池
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靖
史

 

奈
良
県
吉
野
材
の
活
用
を
目
指
し
た
継
続
研
究
─
─
蔦
屋
書
店
で
展
示　

湯
之
上
純

漱
石
山
房
記
念
館
の
開
館
に
寄
せ
て
　
入
江
正
之
・
和
久
田
幸
佑
・
早
田
大
高

合
同
ク
ラ
ス
会
２
０
１
７
報
告
／
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
仕
事
紹
介
・
職
域
幹
事
会
／「
建
築
展
」報
告
・「
芸
術
展
」報
告

訃
報
／
主
な
会
務
報
告
ほ
か

早稲田建築ニュース    
April, 2018

巻
頭
言

上写真はハルプリンのスケッチ原画
（撮影：矢口哲也）

春の大会、６月１日（金）開催 !
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　奈良県吉野材の活用を目指した継続研究──蔦屋書店で展示

  「奈良の木」のあるくらし
８

　

古
谷
・
藤
井
研
究
室
で
は
「
奈
良
県
庁
農
林
部

奈
良
の
木
ブ
ラ
ン
ド
課
」
と
２
０
１
0
年
以
来
継

続
し
て
、
奈
良
県
吉
野
材
（
杉
・
檜
）
の
活
用

を
目
指
し
た
継
続
研
究
・
デ
ザ
イ
ン
提
案
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
そ
の
成
果
を
奈
良
県
内
や
都
内

の
様
々
な
機
会
に
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
今
年

度
は
11
月
16
日
か
ら
19
日
に
か
け
て
代
官
山
蔦

谷
書
店
で
『「
奈
良
の
木
」
の
あ
る
く
ら
し
〜
森

か
ら
の
贈
り
物
〜
』
と
題
し
て
奈
良
県
と
蔦
屋

書
店
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
大
々
的
な

フ
ェ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
特
にT-SITE

内
の

GARD
EN

 GALLERY

展
示
の
吉
野
材
製
内
装
は

古
谷
藤
井
研
究
室
で
計
画
し
た
も
の
で
す
。

　

計
画
に
先
立
っ
て
私
た
ち
は
奈
良
県
へ
出
張

し
、
吉
野
材
の
美
し
さ
や
香
り
の
良
さ
、
吉
野
林

業
の
力
強
さ
を
体
感
し
そ
の
魅
力
を
「
普
段
吉
野

材
に
触
れ
る
機
会
が
少
な
い
代
官
山
に
訪
れ
る

方
々
へ
ど
う
発
信
す
る
か
」
を
学
生
間
で
議
論
し

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
工
務
店
や
家
具
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
方
な
ど
様
々
な
方
に
協
力
い
た
だ
き
、
施

工
方
法
、
予
算
や
施
工
期
間
の
調
整
も
行
い
、
大

学
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
務
と
し
て
活
か
せ
る
貴

重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
で
き
た
展
示
空
間
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
に
奈
良
県
産
材
で
で
き
た
家
型
の
フ
レ
ー
ム

が
複
数
入
る
こ
と
で
場
を
ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
ま
し

た
。
吉
野
材
で
で
き
た
ペ
ン
ケ
ー
ス
、名
刺
入
れ
、

上：「わたしの家」既存住宅の面影が残る外観 Ⓒ TakeshiYAMAGISHI
右：リビング・キッチン。自然光が入り広く見渡せる内観／左：チーム集合写真

お
皿
な
ど
の
販
売
を
行
う
場
、
伝
統
的
な
吉
野
材

の
樽
酒
を
試
飲
で
き
る
場
、
子
ど
も
と
一
緒
に
木

材
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
が
生
ま
れ
、
奈
良

県
の
吉
野
材
、
林
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
都
会
の
日

常
の
暮
ら
し
の
中
で
体
感
で
き
る
提
案
と
な
り
ま

し
た
。

　

会
期
中
は
、
吉
野
ス
ギ
で
製
作
し
た
「
ス
ギ
バ

イ
オ
リ
ン
」
の
演
奏
会
や
、
木
製
バ
タ
ー
ナ
イ

フ
や
木
琴
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、

ご
年
配
か
ら
子
供
連
れ
の
方
々
ま
で
幅
広
い
世

代
に
開
か
れ
た
空
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
に
古
谷
誠
章
先
生
が
モ
デ
レ
ー

タ
ー
を
務
め
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
奈
良
の

木
と
森
を
育
む
森
林
業
の
未
来
」
も
開
か
れ
ま

し
た
。
荒
井
正
吾
奈
良
県
知
事
と
村
尾
行
一
愛
媛

大
学
客
員
教
授
と
共
に
、
森
を
生
か
す
人
材
の
育

成
や
、
森
の
恵
み
を
最
大
限
に
生
か
す
た
め
の
森

林
管
理
、
木
を
使
う
豊
か
な
生
活
を
提
供
す
る
た

め
に
、
奈
良
県
が
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
な
ど
、

三
者
三
様
の
立
場
か
ら
林
業
の
未
来
に
つ
い
て

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
学
生
も
フ
ェ
ア
に
参
加
し

ま
し
た
が
、
来
館
者
や
書
店
の
方
々
か
ら
、
蔦

谷
書
店
内
に
吉
野
材
と
日
本
酒
の
い
い
香
り
が

し
て
心
地
よ
い
と
、
嬉
し
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、

約
9
か
月
に
渡
り
研
究
室
で
考
え
て
き
た
こ
と

を
空
間
と
し
て
結
実
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

湯
之
上
純
（
古
谷
・
藤
井
研
究
室
）

1975 年山梨県生まれ／1999 年横浜国立
大学建設学科建築学コース卒業、建築設
計 SPEED STUDIO 共 同 設 立・主 宰 ／2001
年横浜国立大学大学院修士課程修了（第８
講座 山田弘康・北山恒）／2004 年保坂猛
建築都市設計事務所を横浜に設立／現在、
早稲田大学芸術学校准教授。
2015 年 4月より早稲田大学芸術学校の准
教授に着任し、これに伴い事務所を新宿
区に移転しました。設計活動と教育活動と
もに充実していけるよう取り組んでいく所
存です。どうぞよろしくお願い致します。

1980年生まれ／2006年早稲田大学大学院
修士課程修了／ 2007〜2009 年早稲田大
学建築学科助手（古谷誠章研究室）／ 2009
年 Eureka 共同主宰／2015 年法政大学兼
任講師／2017 年早稲田大学芸術学校准教
授。
2017 年度より芸術学校に着任致しまし
た。ASSEMBLE を新テーマに掲げる教育活
動と、Eureka（エウレカ）での建築・地域
デザインの活動を両輪として、今日にお
ける社会での建築の在り方を模索し、押
し拡げていくことに邁進しております。 

1961 年生まれ／1985 年早稲田大学大学
院修士課程修了（池原義郎研究室）／1985
年〜竹中工務店／早稲田大学、東京工業大
学、東京藝術大学、日本女子大学等非常勤
講師歴任。
2017年 4月より早稲田大学芸術学校の専
任として着任しました。芸術学校は本年度
より建築デザインに特化しつつ周辺領域
との連携を拡張した新たなプログラムを
実施します。早稲田建築の発展のために
尽力する所存ですので宜しくお願いいたし
ます。専門は建築計画、意匠・芸術論です。

芸術学校  新任教授・新任准教授の紹介

［
エ
ネ
マ
ネ
ハ
ウ
ス
２
０
１
７
］

早
稲
田
・
芝
浦
工
業
大
学
共
同
チ
ー
ム 

優
秀
賞
受
賞

こ
の
郊
外
の
片
隅
に 

─
─
わ
た
し
と
家
の
約
80
年
の
も
の
が
た
り

■
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

　

エ
ネ
マ
ネ
ハ
ウ
ス
は
産
学
連
携
で
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ウ
ス
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
※
）
の
モ
デ
ル
住

宅
を
提
案
、
建
築
し
、
住
宅
の
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
能
の
測
定
・
実
証
や
、
展
示
を
通
し
て
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の

普
及
啓
発
を
行
う
大
学
対
抗
コ
ン
ペ
で
あ
る
。
三
度

目
の
今
回
は
「LIFE  D

ESIG
N

  IN
N

O
VATIO

N

」
を

テ
ー
マ
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
12
月
に
一
般
展
示
さ

れ
た
。
早
稲
田
大
学
は
芝
浦
工
業
大
学
と
共
同
チ
ー

ム
で
参
加
し
、
既
存
工
業
化
住
宅
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
改
修
案

を
提
示
し
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

■
コ
ン
セ
プ
ト

　

築
40
年
の
工
業
化
住
宅
の
寿
命
を
改
修
に
よ
っ
て

実
質
80
年
以
上
に
延
命
さ
せ
る
、
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
に
基
づ
き
実
験
住
宅
を
設
計
し
た
。
古
い
鉄
骨
造

の
工
業
化
住
宅
は
構
造
強
度
上
の
問
題
が
無
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
簡
易
な
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
現
代
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
が
難
し
く
、
ま
た
大
規
模

改
修
に
は
複
雑
な
構
造
計
算
が
必
要
に
な
る
た
め
、

世
代
交
代
と
共
に
取
り
壊
し
に
な
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

築
30
年
以
上
に
な
る
工
業
化
住
宅
は
日
本
国
内
で

２
０
０
万
棟
以
上
建
設
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て

が
空
き
家
予
備
軍
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
経
済
合
理

性
の
み
に
従
っ
て
取
り
壊
す
の
で
は
な
く
、
空
き
家

を
住
宅
ス
ト
ッ
ク
と
捉
え
て
活
か
す
方
法
を
探
っ
た
。

す
で
に
あ
る
状
況
を
よ
く
観
察
し
、
工
夫
し
て
使
い

こ
な
す
と
い
う
、
私
た
ち
の
時
代
の
感
性
に
フ
ィ
ッ

ト
す
る
住
ま
い
の
あ
り
方
の
提
案
で
あ
る
。
た
と
え

　

私
が
大
学
院
生
の
こ
ろ
、
師
が
私
に
教
え
た

こ
と
が
あ
る
。
曰
く
、「『
環
境
』
の
概
念
が
日

本
で
紹
介
さ
れ
た
の
は
社
会
が
総
合
に
向
か
う

１
９
７
０
年
前
後
の
こ
と
で
、
こ
の
と
き
『
環
境
』

「
環
境
」
の
可
能
性
を

再
び
手
に
す
る
た
め
に

ば
取
り
壊
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
祖
母
の
家
を
、
孫
の

「
わ
た
し
」
が
改
修
し
て
住
み
継
ぐ
、
そ
れ
が
郊
外
に

お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
継
承
の
は
じ
ま
り

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

■
建
築
概
要

　

既
存
の
外
壁
は
気
密
性
、
断
熱
性
が
共
に
低
く
通

常
は
環
境
性
能
が
低
い
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
得
に
は
有
効
で
あ
る
と
捉
え
、

既
存
外
壁
を
単
純
に
断
熱
補
強
す
る
の
で
は
な
く
、

高
断
熱
の
薄
い
新
設
壁
を
既
存
低
断
熱
壁
の
内
外
を

縫
う
よ
う
に
配
置
し
、
従
来
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
不

可
能
な
、
デ
ザ
イ
ン
の
拡
張
性
を
獲
得
し
て
い
る
。
高

断
熱
壁
、
樹
脂
複
合
サ
ッ
シ
、
ト
リ
プ
ル
ガ
ラ
ス
の
採

用
と
設
備
の
更
新
に
よ
り
、
新
設
壁
ラ
イ
ン
の
内
部

は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
基
準
を
満
た
し
な
が
ら
同
時
に
大
開
口

の
眺
望
も
実
現
し
た
。
高
断
熱
、
低
断
熱
（
既
存
）
の

２
種
類
の
壁
に
挟
ま
れ
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
取
得
の
た

め
の
半
外
部
空
間
は
「
ロ
ッ
ジ
ア
」
と
称
し
、
季
節
や

時
間
に
応
じ
て
ロ
ッ
ジ
ア
内
外
の
窓
を
開
閉
す
る
こ

と
で
、
住
み
手
が
環
境
を
微
調
整
で
き
る
し
つ
ら
え

と
し
た
。
ロ
ッ
ジ
ア
部
分
は
既
存
低
断
熱
壁
が
立
面

に
現
れ
、
か
つ
て
の
住
宅
の
表
情
を
継
承
す
る
と
と

も
に
、
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
ュ
が
フ
ァ
サ
ー
ド
に
採
用
さ

れ
た
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
可
能
性
を
拓
く
建
築
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
提
案
住
宅
の
環
境
設
備
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、

蓄
電
池
と
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器
の
「
蓄
エ
ネ
」
設

備
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
制
御

し
、
太
陽
光
発
電
と
太
陽
光
集
熱
に
よ
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
使
い
こ
な
す
こ
と
を
目
指
し

た
。
天
候
の
変
化
や
、
都
市
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
対
応
可
能
な
住
宅
と
す
る
こ
と
は
、
創
エ

ネ
設
備
を
搭
載
す
る
Ｚ
Ｅ
Ｈ
の
今
後
の
普
及
に
は
不

可
欠
で
あ
る
。

丸
山
由
香
（
田
辺
研
究
室
）　

※
Ｚ
Ｅ
Ｈ
：
設
計
段
階
で
年
間
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収

支
が
ゼ
ロ
と
な
る
住
宅

チーム HP：http://shibaura-waseda.tokyo/
早大（ 田辺研、高口研、林研）／ 芝浦工大（秋元研、志手研）他
主要構造：鉄骨造／延床面積：79.11m² ／階数：地上２階／ UA 値：0.35 W/(m²・K)

は
、
建
築
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
『
空
間
』
の

前
提
を
内
に
溶
か
し
、
超
え
て
い
く
可
能
性
に
開

か
れ
て
い
た
」
と
。

　
「
環
境
」
を
実
装
す
る
た
め
の
情
報
技
術
が
準
備

さ
れ
た
は
ず
の
今
日
、
設
計
者
は
し
か
し
ま
っ
た

く
別
の
感
慨
を
抱
い
て
い
る
。
―
―
「
環
境
建
築
」

は
何
故
、
い
つ
も
決
ま
っ
て
イ
マ
イ
チ
な
の
か
。

　

技
術
は
時
代
の
制
約
を
受
け
、
早
晩
陳
腐
化
す

る
運
命
に
あ
る
。
歴
史
に
学
ぶ
な
ら
ば
、
技
術
に

使
わ
れ
る
の
を
止
め
、
技
術
と
対
峙
す
る
思
想
に

目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
と
き

に
ア
ン
チ
エ
ビ
デ
ン
シ
ャ
ル
な
領
域
に
再
び
足
を

踏
み
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、「
環
境
建
築
」
の
輪
郭

や
解
像
度
を
問
い
直
す
姿
勢
で
あ
る
。

　

学
生
た
ち
と
共
に
半
年
か
け
て
設
計
し
た
「
わ

た
し
の
家
」
は
、
実
質
2
週
間
の
超
短
工
期
で
建

設
さ
れ
、
短
い
一
般
公
開
を
経
て
解
体
さ
れ
た
。

皆
さ
ま
に
今
お
見
せ
で
き
な
い
の
は
残
念
だ
が
、

「
技
術
が
建
築
の
確
か
ら
し
さ
を
保
証
す
る
こ
と
は

な
い
」
と
い
う
訓
示
と
濃
密
に
向
き
合
っ
た
月
日

が
少
な
か
ら
ず
建
築
の
質
に
結
び
つ
い
た
と
自
負

し
て
い
る
。「
環
境
」
の
可
能
性
の
何
た
る
か
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
時
間
が
く
れ
ば
必
ず
、
別
の
実

作
で
お
見
せ
し
た
い
。

池
原
靖
史
（
エ
ネ
マ
ネ
ハ
ウ
ス
２
０
１
７
「
わ
た

し
の
家
」
設
計
協
力
／
苗
Ｈ
19
・
院
Ｈ
21 

）

左：展覧会会場風景／右：プロジェクトメンバー集合写真

報
告

1F Plan (S=1/200)
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け
し

萩
原 

剛 

教
授
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●
一
途
に
漱
石
に
向
け
て

漱
石
山
房
記
念
館
は
漱
石
の
終
の

住
処
で
あ
っ
た
早
稲
田
南
町
の
住
宅

を
復
元
的
に
再
現
し
た
書
斎
と
客
間

（
山
房
）
を
主
要
展
示
と
す
る
施
設

で
あ
る
。山
房
は
漱
石
が
硝
子
雨
戸

を
設
え
た
ベ
ラ
ン
ダ
回
廊
が
周
囲
に

付
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
回
廊
南
側
部

に
籐
椅
子
を
お
い
て
座
し
な
が
ら
、

目
の
前
の
芭
蕉
や
木
賊
越
し
に
だ
ら

だ
ら
坂
と
称
し
た
路
地
を
、な
が
れ

る
雲
を
、暮
れ
な
ず
む
空
を
眺
め
て

い
た
よ
う
だ
。こ
の
漱
石
山
房
で
著

名
な
エ
ッ
セ
イ 

『
硝
子
戸
の
中
』を
著

し
て
い
る
。そ
こ
か
ら
漱
石
の
日
常

が
偲
ば
れ
る
と
と
も
に
、周
縁
と
の

つ
な
が
り
な
ど
も
伺
わ
れ
る
。身
近

に
起
こ
っ
た
具
体
的
な
事
柄
に
触
れ

た
言
説
の
奥
に
、世
界
を
見
と
お
す

哲
学
や
世
界
観
の
よ
う
な
も
の
が
感

ぜ
ら
れ
て
く
る
。エ
ッ
セ
イ
の
日
常

の
表
層
と
深
奥
へ
眼
を
凝
ら
す
と
き
、

突
如
次
の
よ
う
な
一
節
に
出
会
っ
た
。

本
郷
の
あ
た
り
、雨
で
泥
濘
む
路
地

を
歩
い
て
い
る
と
き
の
こ
と
だ
。「
私

に
は
私
の
心
を
腐
食
す
る
よ
う
な
不

愉
快
な
塊
が
常
に
あ
っ
た
。」生
身
の

漱
石
に
出
会
っ
た
よ
う
に
、は
っ
と
し

て
心
が
動
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

山
房
再
現
の
上
に
漂
う
雲
の
重
な
り

か
ら
下
り
て
く
る
、鉛
色
の
布
の
表
現

は
こ
の
こ
と
に
依
拠
し
て
い
る
。漱
石

が
雲
は
自
由
だ
、
と
気
持
ち
を
寄
せ

る
そ
の
其
処
に
こ
の
言
説
は
付
着
し

て
い
る
の
で
あ
る
。漱
石
に
向
け
て
の

微
か
な
意
志
の
一
つ
の
表
現
で
あ
る
。

入
江 

正
之

建
築
家
／
Ｄ
Ｆ
Ｉ
・
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授

／
苗
Ｓ
44
・
院
Ｓ
47

●
納
ま
り
を
彫
琢
す
る

「
一
途
に
漱
石
に
向
け
て
」
と
い
う

入
江
の
言
葉
に
あ
る
通
り
、
当
記

念
館
の
設
計
は
漱
石
と
い
う
対
象

と
、
建
築
家
の
内
面
と
の
触
れ
合
い

の
中
で
、
い
か
に
漱
石
を
捉
え
、
設

計
へ
と
展
開
す
る
か
と
い
う
繰
り
返

し
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
支
え

る
」
柱
の
柱
頭
の
デ
ィ
テ
ー
ル
や
庭

観
窓
等
、
様
々
に
表
現
す
る
と
と
も

に
、
素
材
に
よ
る
扱
い
方
、
材
の
取

合
い
や
割
付
、
角
部
の
面
の
扱
い
な

ど
、
建
築
の
造
り
込
み
に
お
い
て
は

ご
く
当
た
り
前
の
事
柄
に
お
い
て
も

そ
れ
は
徹
底
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
デ
ィ
テ
ー
ル
は
、
空
間
に
軽
や

か
さ
や
柔
ら
か
さ
、
鋭
さ
や
緊
張
感

な
ど
、
微
か
に
そ
の
性
質
を
決
定
付

け
な
が
ら
空
間
の
質
を
研
ぎ
澄
ま
せ

ま
す
が
、
漱
石
が
あ
り
ふ
れ
た
日
常

を
言
語
に
よ
っ
て
彫
琢
す
る
こ
と
で

小
説
作
品
に
ま
で
高
め
て
い
っ
た
こ

と
と
同
じ
よ
う
に
、
細
や
か
に
目
配

り
を
し
細
部
設
計
を
進
め
て
い
く
こ

と
そ
れ
自
身
が
漱
石
山
房
記
念
館
を

造
っ
て
い
く
上
で
の
基
本
姿
勢
と
認

識
し
取
り
組
み
ま
し
た
。
山
房
再
現

を
取
り
巻
く
建
築
そ
の
も
の
は
漱
石

の
暮
ら
し
た
街
並
み
に
溶
け
込
み
な

が
ら
、
一
方
で
建
築
の
各
部
分
が
漱

石
と
の
応
答
の
中
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ

る
こ
と
で
、
山
房
再
現
（
漱
石
）
を

一
層
引
き
立
て
る
建
築
と
し
て
造
り

込
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

和
久
田
幸
佑

Ｄ
Ｆ
Ｉ
元
所
員
・
和
久
田
幸
佑
建
築
設
計
事

務
所
代
表
／
苗
Ｈ
15
・
院
Ｈ
18

●
街
並
み
総
て
が
記
念
館

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
公
示
を
知
る
と
同

時
に
敷
地
へ
赴
い
た
。
緩
や
か
に
上

下
す
る
通
り
と
、
縦
横
に
交
差
す
る

そ
の
路
地
に
、
街
並
み
が
張
り
付
い

て
い
た
。初
め
の
小
さ
な
模
型
を
、故
・

池
原
義
郎
先
生
に
見
て
頂
い
た
と
き

の
感
動
を
憶
え
て
い
る
。
改
め
て
漱

石
を
読
み
直
す
中
で
感
得
し
た
こ
と

は
、漱
石
の
眼
が
あ
り
ふ
れ
た「
日
常
」

に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
、研
究
室
で
取
り
組
ん
だ
「
人

間
生
活
遺
構
」
と
相
通
じ
る
思
考
で

も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
当
時
の
研

究
室
学
生
た
ち
と
共
に
、
連
夜
街
並

み
を
彫
琢
し
、
す
べ
て
の
設
問
に
漱

石
の
引
用
を
当
て
た
。
現
在
の
都
市

の
中
に
、
漱
石
の
小
説
舞
台
を
発
見

し
描
出
し
た
。
そ
れ
ら
の
作
業
の
過

程
で
「
漱
石
に
依
拠
す
る
」
と
い
う

漱
石
山
房
記
念
館
の
在
り
様
が
形
づ

く
ら
れ
て
い
っ
た
と
思
う
。
漱
石
の

小
説
は
、
人
物
と
並
列
に
植
物
を
扱

う
。
植
物
が
明
確
に
場
面
を
担
っ
て

い
る
。
漱
石
の
「
日
常
」
を
追
う
と
、

精
や
か
な
植
物
の
描
写
は
、
漱
石
自

身
が
手
を
入
れ
た
庭
の
植
物
た
ち
に

負
っ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。
漱
石

山
房
で
書
い
た
十
編
の
小
説
か
ら
す

べ
て
の
植
物
を
抜
き
出
し
、
漱
石
山

房
の
庭
の
再
現
と
共
に
敷
地
全
体
に

配
し
た
。
植
物
た
ち
が
名
を
持
っ
た

展
示
品
と
し
て
来
館
者
の
漱
石
世
界

を
開
く
契
機
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

早
田
大
高

Ｄ
Ｆ
Ｉ
・
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師
／
苗
Ｈ

22
・
院
Ｈ
24
・
博
Ｈ
27

漱石山房記念館の開館に寄せて
入江正之先生を代表とするDFI（フォルムデザイン一央）が設計・監理された新宿区立漱石山房記念館が、夏目漱石
生誕150 周年となる2017 年 9月に漱石の終の住処である「漱石山房」跡地に建設されました。本誌では設計・監理
に携わられた入江正之先生、和久田幸佑さん、早田大高さんからそれぞれの想いを寄稿いただきました。（南健太郎）

右：ベランダ回廊から「漱石山房通り」を臨む／左：地下１階北側ドライエリア

白い雲の終端に降りる鉛色の布

「支える」柱の柱頭部納まり検討スケッチ
日本の近代化に対して江戸情緒へ遡及し
つつ近代への眼差しを向ける漱石の思想
を、近代建築の descipline（規範）に則りな
がら、様式的な名残をもって” 支える”とい
うオーダー的な取り扱いを施した。

南東側全景：漱石が「だらだら坂」と呼んだ前面の漱石山房通りから記念館全体を臨む

東側正面：「漱石山房」を包む本実出目地の RCフレーム 北側正面：約 40m のガラススクリーンの面に小さな要素が浮かぶ

素材特性を活かし形態をデザイン。各部取り合いはその関係を徹底
してデザインし納めた。

「硝子戸の中」から世界を観た漱石の視線を、軽く自立した「庭観窓」
として表象した。 「支える」柱のディテール

南側に吊り上げられた展示室の筒越しに、「日常」の街並みを臨む 再現された漱石山房と一体になった現在の路地並み

漱石山房記念館
設計：入江正之・入江京＋フォルムデザイン一央
施工：菊池建設、日東電工、ミナト矢崎サービス、
　　   日立ビルシステム
所在地：東京都新宿区早稲田南町７番地
敷地面積：1,114.79 m2

建築面積：532.14 m2

延床面積：1,276.14 m2

階数：地下１階、地上２階
構造：RC+S造

写真・図面提供：DFI
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２
０
１
７
年
度
の
建
築
展
は
「
み
な
で

つ
く
る
１
分
の
１
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
掲
げ
、
全
3
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

小
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
の
集
大
成
と

し
て
、
理
工
展
で
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
1
回
は
イ
ス
を
題
材
に
「
腰
掛
け
る
」

の
デ
ザ
イ
ン
を
、
第
2
回
で
は
窓
を
題
材

に
「
仕
切
る
こ
と
、
繋
げ
る
こ
と
」
の
デ

ザ
イ
ン
を
、
第
3
回
で
は
畳
を
題
材
に
「
座

す
、
寝
る
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
、
考
え
て
い

き
ま
し
た
。
小
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

「
新
聞
紙
ひ
み
つ
き
ち
」
と
題
し
、
新
聞
紙

で
つ
く
っ
た
棒
で
ト
ラ
ス
構
造
の
「
家
」

を
小
学
生
と
一
緒
に
作
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
集
大
成
と
し
て
の
理
工
展
で

は
、「
１
分
の
１
住
宅
」
を
設
計
、
施
工
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
培
っ
て
き
た
１
分
の
１
ス

ケ
ー
ル
で
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、
こ

れ
か
ら
の
都
市
に
お
け
る
住
ま
い
方
と
い

う
大
き
な
テ
ー
マ
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
、
ト
イ
レ
、
お
風
呂
、
キ
ッ
チ
ン
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
家
の
要
素
と
し
て
思

い
浮
か
ぶ
こ
れ
ら
の
機
能
は
家
の
外
に
も

建

　

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
仕
事
紹
介
・
職
域
幹
事
・
新
年
会

◎
２
０
１
７
年
度

「
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
仕
事
紹
介
」報
告

　

稲
門
建
築
Ｏ
Ｂ
と
学
生
が
ホ
ン
ネ
で
語

り
合
う
場
の
提
供
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

Ｏ
Ｂ
に
よ
る
仕
事
紹
介
が
12
月
2
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
線
で
活
躍
す
る
Ｏ

Ｂ
の
仕
事
の
様
子
を
聴
き
、
ま
た
Ｏ
Ｂ
と

現
役
学
生
が
直
接
対
話
す
る
こ
と
で
、業
種

や
企
業
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
絶
好

の
機
会
で
す
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

ま
た
事
前
に
教
室
か
ら
の
通
知
も
し
て
い

た
だ
い
た
お
陰
で
、前
半
の
各
業
種
代
表
の

講
義
で
は
約
１
３
０
名
、後
半
で
は
来
場
学

生
約
１
７
０
名
と
例
年
通
り
の
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
13
業
種
の
分
野
か
ら
、
代

表
Ｏ
Ｂ
が
概
要
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、

学
部
2
年
生
も
含
む
大
勢
の
学
生
が
熱
心

に
聴
講
し
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
過
去
最

高
の
60
社
の
企
業
の
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、

Ｏ
Ｂ
と
学
生
の
対
話
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ブ
ー
ス
来
訪
人
数
が
５
５
０
人
で
す
の
で
、

一
人
平
均
３
、４
社
は
訪
れ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。第
3
部
の
懇
親
会
で
は
各
専
門
分
野

に
テ
ー
ブ
ル
を
分
け
た
立
食
で
、満
員
御
礼

の
賑
わ
い
で
、
さ
ら
に
深
い
対
話
が
で
き

た
様
子
で
し
た
。

　

次
年
度
以
降
も
学
科
教
室
や
職
域
幹
事

な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
企
画
の
改

善
、充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。最
後

に
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
参
加
い
た

だ
い
た
Ｏ
Ｂ
な
ら
び
に
教
室
関
係
の
皆
さ

ま
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
２
０
１
７
年
度

「
第
２
回
職
域
幹
事
会
・
新
年
会
」

　

第
２
回
稲
門
建
築
会
職
域
幹
事
会
及
び

新
年
会
が
、２
０
１
８
年
１
月
26
日
に
55
号

館
１
階
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

職
域
幹
事
会
で
は
各
企
業
職
域
幹
事
が
出

席
し
、大
内
政
男
会
長
に
挨
拶
い
た
だ
き
ま

し
た
。各
委
員
会
か
ら
の
活
動
報
告
、合
同

ク
ラ
ス
会
幹
事
か
ら
開
催
報
告
、長
谷
見
雄

二
副
会
長
か
ら
日
本
建
築
学
会
代
議
員
・
常

議
員
選
挙
候
補
者
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
Ｏ
Ｂ
仕
事
紹
介
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
も
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、56
号
館
地
下
１
階
の
生

協
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
場
所
を
移
し
、

新
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。曽
田

五
月
也
教
授
か
ら
研
究
室
の
長
年

の
研
究
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
き
、

非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。新

年
会
は
大
内
会
長
の
挨
拶
・
乾
杯
を

皮
切
り
に
約
50
名
が
参
加
し
ま
し

た
。恒
例
の
ア
ジ
ア
視
察
会
の
報
告

を
い
た
だ
き
、
旧
交
を
温
め
ま
し

た
。校
歌
熱
唱
の
後
、渡
邊
大
志
准

教
授
・
会
員
委
員
会
理
事
の
挨
拶
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

※
そ
れ
ぞ
れ
の
肩
書
き
は
開
催
時
の

も
の
。

和
出
知
明（
会
員
委
員
長
／
苗
Ｓ
58 

）

作
品
と
し
て
の
形
態
分
析
・
安
東
先
生
の

作
家
論
へ
と
繋
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
投

影
資
料
の
中
に
「
安
東
先
生
の
生
ま
れ
が

１
９
１
７
年
」
と
あ
り
、
今
年
は
、
キ
ャ

ン
パ
ス
移
転
50
周
年
と
共
に
安
東
先
生
生

誕
１
０
０
周
年
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
こ

の
年
に
安
東
先
生
の
建
築
作
品
を
テ
ー
マ

に
選
ん
だ
こ
と
に
稲
門
の
見
え
な
い
糸
が

繋
が
っ
て
い
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

講
演
に
続
き
、
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

コ
ー
ナ
ー
に
建
つ
55
号
館
、
63
号
館
の
設

計
者
の
方
々
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
鈴

木
恂
先
生
の
も
と
、
55
号
館
を
担
当
さ
れ

た
新
棟
設
計
室
の
海
口
平
太
郎
さ
ん
、
内

木
博
喜
さ
ん
、
掛
川
美
穂
さ
ん
に
ご
登
壇

い
た
だ
き
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
将
来

計
画
や
安
東
先
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
持
つ

中
庭
や
動
線
計
画
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た

話
題
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
明
治
通
り
等

と
の
関
係
性
、
素
材
や
色
、
学
生
集
い
場

所
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

63
号
館
は
、
久
米
設
計
の
山
本
茂
義
さ
ん
、

海
老
原
靖
子
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
い
た
だ
き

ま
し
た
。
将
来
計
画
を
踏
襲
し
、
時
代
や

社
会
の
ニ
ー
ズ
か
ら
生
ま
れ
た
教
室
群
や
、

安
東
先
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
モ
デ
ュ
ー
ル

　

合
同
ク
ラ
ス
会
２
０
１
７
報
告

　

11
月
4
日
土
曜
日
に
、
大
久
保
キ
ャ
ン

パ
ス
（
現
西
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お

き
ま
し
て
、「
早
稲
田
建
築
合
同
ク
ラ
ス
会

２
０
１
７
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
、

１
９
６
７
年
に
建
築
学
科
が
大
久
保
キ
ャ

ン
パ
ス
に
移
転
し
て
50
周
年
の
年
で
あ
っ

た
た
め
、
テ
ー
マ
は
ず
ば
り
「
建
築
学
科 

大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転 

50
周
年
」
と
し

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
懇
親
会
に
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
ま
た

様
々
な
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
早
稲
田
建
築
合
同
ク
ラ
ス
会
２
０
１
７
実
行

委
員
一
同
）

●
第
一
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
建
築
学
科 

大

久
保
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転 

50
周
年
」

　

大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス
（
現
西
早
稲
田
キ
ャ

ン
パ
ス
）
の
現
在
ま
で
の
50
年
の
歩
み
を

校
舎
の
設
計
を
中
心
に
辿
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

研
究
員
で
建
築
史
家
で
あ
り
、
稲
門
の

米
山
勇
さ
ん
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
た
当
時
の
51
号
館
を

中
心
に
、
安
東
勝
男
先
生
の
思
い
出
か

ら
、
建
築
史
家
と
し
て
の
視
点
で
、
建
築

上：第一部、建築史家で東京都江戸東京博物館研究員、
稲門の米山勇さんによる講演風景。
中：米山さんの司会によるシンポジウム風景。
左から２番目より、鈴木恂先生のもと 55 号館の設計
を担当された新棟設計室の海口さん、内木さん、掛川
さん。63 号館の設計を担当された久米設計の山本さ
ん、海老原さん。

　

芸
術
展
は
、
毎
年
11
月
初
旬
に
行
わ
れ

る
早
稲
田
大
学
の
文
化
祭
と
共
に
行
わ
れ

る
、
芸
術
学
校
生
の
展
示
・
発
表
の
場
で

す
。
例
年
、学
生
有
志
に
よ
る
「
企
画
展
示
」

と
授
業
で
制
作
さ
れ
た
作
品
を
学
年
ご
と

に
展
示
す
る
「
課
題
展
示
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
企
画
展
示
で
は
、
西
早
稲
田

キ
ャ
ン
パ
ス
内
中
庭
に
て
、
ス
ト
リ
ー
ト

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
に
よ
り
場
を
つ
く
る
こ
と

を
試
み
ま
し
た
。
文
化
祭
と
い
う
祝
祭
の

喜
び
の
日
に
、
そ
の
経
験
を
さ
ら
に
強
め

る
よ
う
な
、
来
場
者
皆
さ
ん
が
憩
い
語
ら

う
場
所
を
つ
く
る
こ
と
を
そ
の
主
眼
と
し
、

満
足
の
い
く
結
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
作
過
程
に
お
い
て
は
、
協
力
し

て
物
事
を
進
め
る
こ
と
の
大
切
さ
と
難
し

さ
、
話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
さ

せ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
何
よ
り
も
大
き

か
っ
た
こ
と
は
、
つ
く
る
こ
と
の
喜
び
で

す
。
そ
れ
も
皆
で
協
力
し
て
つ
く
る
こ
と

の
喜
び
。
そ
れ
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
し
た
。　

唐
澤
徹
（
芸
術
展
代
表
）

を
踏
襲
し
た
プ
ラ
ン
、
女
子
学
生
の
増
加

な
ど
、
設
計
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
や

考
え
方
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

米
山
さ
ん
司
会
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
稲
門
の

方
々
が
関
わ
り
進
化
し
て
い
く
キ
ャ
ン
パ

ス
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ぶ
方
々

が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
わ
っ
た
方
々
の
思

い
を
感
じ
、
新
た
な
稲
門
の
歴
史
を
築
い

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

●
第
二
部
懇
親
会
「
大
久
保
キ
ャ
ン
パ
ス

と
一
緒
に
生
ま
れ
ま
し
た
」

　

50
周
年
記
念
の
年
で
す
の
で
、
１
９
６
７

年
製
の
50
年
も
の
ワ
イ
ン
で
、
み
ん
な
で

乾
杯
。
ま
た
、
早
稲
田
で
知
ら
ぬ
も
の
は

い
な
い
応
援
曲
「
コ
ン
バ
ッ
ト
マ
ー
チ
」

も
、
こ
の
時
代
（
１
９
６
5
年
）
に
作
曲

さ
れ
ま
し
た
。
ワ
セ
オ
ケ
の
生
演
奏
に
て
、

「
コ
ン
バ
ッ
ト
マ
ー
チ
」
か
ら
「
紺
碧
の
空
」

と
懐
か
し
の
曲
を
聴
き
な
が
ら
、
各
支
部

か
ら
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ワ
イ
ン
や
日
本

酒
を
片
手
に
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
4
人
中
2
人
が
女
性
と
い
う

新
鮮
で
迫
力
あ
る
校
歌
と
エ
ー
ル
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
稲
門
と
し
て
の
結
束
を

強
め
た
、
な
ご
や
か
な
懇
親
の
席
と
な
り

ま
し
た
こ
と
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

篠
崎
淳
（
早
稲
田
建
築
合
同
ク
ラ
ス
会

２
０
１
７
実
行
委
員
長
／
苗
Ｈ
３
）

用
意
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
誰
も
が
利
用
で
き

る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
象
を

「
住
宅
（
機
能
）
の
解
体
」
と
し
て
捉
え
、

都
市
に
住
宅
機
能
が
点
在
す
る
時
代
に
、

「
家
」
に
な
る
何
か
、
そ
れ
を
皆
で
考
え
て

つ
く
り
ま
し
た
。
１
分
の
１
ス
ケ
ー
ル
か

ら
都
市
ス
ケ
ー
ル
ま
で
、
異
な
る
ス
ケ
ー

ル
の
横
断
の
中
で
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に

挑
戦
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

エ
ス
キ
ス
し
て
い
た
だ
い
た
顧
問
の
小
岩

先
生
、
活
動
資
金
を
援
助
し
て
い
た
だ
い

た
稲
門
建
築
会
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
林
航
一
（
建
築
展
代
表
／
建
築
学
科
３
年
）

右上：第１回 WS「腰掛ける」。リートフェルトの Red&Blue を
リデザイン。
右中：第２回 WS「窓」。窓と、それに付随する空間性の考察。 
右下：第３回 WS「座して半畳、寝て一畳」。茶室の空間性を学
びながら、小空間における視線や姿勢をデザイン。 

左上：小学校プロジェクト「しんぶんしひみつきち」。新聞紙
を丸めた棒をトラスで組み、小学生が思いのままに様々な形
の「ひみつきち」を製作。
左中：理工展「1/1 住宅」。鉄パイプで足場のような仮設的な骨
組みを構成し、その中に波板や金網を使って部屋を製作。 
左下：理工展「1/1住宅」。鉄パイプと波板、金網の収まりのディ
テール。 

上
：
第
１
部
、各
業
種
代
表
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
講
義
。

下
：
第
２
部
、60
社
の
企
業
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
Ｏ
Ｂ
と
の
対
話
の

場
と
な
っ
た
。

下：第二部懇親会の風景。ワセオケの生演奏にて、
コンバットマーチ〜紺碧の空。

築
展
報
告

芸
術
展
報
告

講評会風景

課
題
展
示

中
庭
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ー
ニ
チ
ャ
ー
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今
年
の
春
の
大
会
は
２
０
１
８
年
６
月
１
日

（
金
）。
例
年
通
り
、
西
早
稲
田
理
工
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、通
常
総
会
、特
別
講
演
、懇
親
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
特
別
講
演
は
、亜
細
亜
大
学
都
市
創

造
学
部
教
授
で
あ
り
、ま
た
日
本
を
代
表
す
る

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
で
あ
る
サ
イ
ト
ウ
・
ア

キ
ヒ
ロ
先
生
に
、
先
生
が
提
唱
さ
れ
て
い
る

「
ゲ
ー
ム
ニ
ク
ス
理
論
」と
、そ
の
建
築
や
ま
ち

へ
の
応
用
可
能
性
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

く
予
定
で
す
。

　

サ
イ
ト
ウ
先
生
は
広
告
会
社
で
キ
ャ
リ
ア

を
ス
タ
ー
ト
、20
代
前
半
で
い
く
つ
か
の
広
告

賞
を
受
賞
す
る
中
、１
９
８
４
年
23
歳
の
と
き
、

後
に
任
天
堂
４
代
目
社
長
と
な
る
岩
田
聡
氏

（
２
０
１
５
年
没
／
享
年
55
歳
）と
出
会
い
、当

時
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
だ
っ
た
岩
田
氏
に「
一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
作
っ
て
任
天
堂
に
売
り
込
み
に
い

か
な
い
か
」と
誘
わ
れ
、そ
の
ゲ
ー
ム
が
任
天

堂
に
採
用
さ
れ
、そ
の
後
30
年
以
上
に
わ
た
り

数
多
く
の
ゲ
ー
ム
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
携
わ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
１
９
８
４
年
か
ら

の
約
30
年
は
、当
時
ま
だ
玩
具
を
作
る
京
都
の

小
さ
な
会
社
で
あ
っ
た
任
天
堂
が
、世
界
の「
Ｎ

ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｏ
」へ
と
成
長
す
る
歴
史
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

　
「
ゲ
ー
ム
ニ
ク
ス
」
と
は
サ
イ
ト
ウ
先
生
に

よ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、先
生
は
そ
の
理
論
の
根

底
に
は
、日
本
の「
お
も
て
な
し
の
心
」が
あ
る

と
言
い
ま
す
。ゲ
ー
ム
ニ
ク
ス
と
は「
ユ
ー
ザ
ー

の
メ
ン
タ
ル
な
立
場
に
立
っ
て
、ゲ
ー
ム
に
い

か
に
前
向
き
に
遊
ん
で
も
ら
え
る
か
」と
い
う

緻
密
な
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
り
、そ
れ
は「
ユ
ー
ザ
ー

の
メ
ン
タ
ル
な
部
分
を
先
回
り
し
て
、さ
り
げ

な
く
そ
っ
と
差
し
出
す
」と
い
う
日
本
人
な
ら

誰
も
が
持
っ
て
い
る「
和
」の
心
、「
さ
り
げ
な

い
お
も
て
な
し
の
文
化
」で
あ
る
と
。そ
し
て

こ
の「
ゲ
ー
ム
の
面
白
さ
の
秘
密
＝
ゲ
ー
ム
ニ

ク
ス
」を
応
用
す
れ
ば
、世
の
中
は
も
っ
と
便

利
に
も
っ
と
楽
し
く
な
る
は
ず
だ
と
。

　

特
別
講
演
で
は
、サ
イ
ト
ウ
先
生
の
ゲ
ー
ム

ニ
ク
ス
理
論
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、建
築
や
ま

ち
の
見
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
少
し
で
も
刺
激

を
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
お
よ
び
学
生
の
皆
さ
ま
、お
誘
い

合
せ
の
上
、ぜ
ひ
春
の
大
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

浅
見
邦
一（
事
業
委
員
長
／
苗
Ｓ
62
）

春
の
大
会
ご
案
内
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な 会 務主 報 告の 2017 年 10 月〜

サイトウ・アキヒロ氏

　

毎
年
恒
例
の「
早
稲
田
建
築
合
同
ク
ラ
ス
会

２
０
１
８
」の
準
備
を
、平
成
4
年
卒
業
生
有
志

が
中
心
に
な
り
進
め
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
は
、例
年
理
工
展
が
開
催
さ
れ
る
11

月
3
日（
土
）
に
、
場
所
は
西
早
稲
田（
理
工
）

キ
ャ
ン
パ
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
大
学
1
年
生
の
と
き
に
平
成
が

始
ま
り
、そ
し
て
平
成
最
後
の
年
に
合
同
ク
ラ

ス
会
の
幹
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

甍会第８期同窓会（代表 吉澤幸雄様、渡邊齊様）より、
11/4付けで  87,521円  いただきました。 

に
な
り
ま
し
た
。
04
卒
生
２
０
０
余
名
の
、
30

年
間
の
建
築
経
験
と
知
恵
と
ア
イ
デ
ィ
ア
を
集

結
し
、次
の
時
代
に
つ
な
が
る
ス
テ
キ
な
企
画

に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

秋
の
青
空
の
も
と
、理
工
キ
ャ
ン
パ
ス
で
皆

さ
ま
に
お
会
い
で
き
ま
す
の
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

名
取
万
理
子（
合
同
ク
ラ
ス
会
２
０
１
８
実
行
委

員
長
／
苗
Ｈ
4
）

合
同
ク
ラ
ス
会
予
告

広報委員長の重責を引き継いでから、早い
ものでもうすぐ2年が経ちます。その間、機
関誌WA2つと早稲田建築ニュース4つを無
事発行できたことは、安堵の思いとともに、
取材や寄稿に応じて下さった会員の方々、
並びに広報委員会の皆さんのご協力の賜物
であると改めて感じております。広報委員会
の活動を通して、早稲田建築は学生も含め
優秀で多種多様な人材の宝庫であると実感
しました。広報委員長は退きますが、稲門建
築会の益々の発展を祈念しております。
竹部友久（広報委員長／苗H1）

私が事務局長になってから10年が過ぎようとしています。この間、
建築学科と芸術学校から約2500名の卒業生を出し、その分稲
門建築会の会員も増えて、物故者を含めると約27000名にな
りました。一方、卒業の際には新たな住所を登録してもらってい
るにもかかわらず、通信可能な方は約12000名と毎年ほぼ一定
です。年間に届けられる訃報は約80ですので、毎年約170名が
名簿上の行方不明者になる計算です。転勤、引っ越しなどの異
動に伴う住所変更の連絡がなされないからです。稲門建築会の
使命の根幹は会員との連絡を確実にすることです。そのために
も、また諸事を行うにも、皆さんの一層の協力が欠かせません。
大木紀通（事務局長／苗S42）

■会議 
●第３回理事会…11/17
●第２回職域幹事会…1/26

●特別功労賞選考委員会…3/2
●企画運営会議…3/2

■活動 
●講演会（三浦丈典氏）…10/18
●秋の大会／合同クラス会…11/4
●建築展、芸術学校展支援…11/4,5
●見学会（漱石山房記念館）…11/11
●OBによる仕事紹介…12/2
●設計製図Ⅲa-1、Ⅲa-2、
　Ⅲb課題公開講評会（支援）
　…11/18,1/13,1/23
●特別見学会（ボロブドゥール）
　…1/6～1/10
●新年会…1/26
●建築学会代議員･常議員立候補者
　支援･･･2月

●学部･大学院卒業パーティー
　（会長祝辞、稲門建築会賞授与）　
　…3/24
●芸術学校卒業式（副会長祝辞、
　稲門建築会賞授与）…3/24
●芸術学校入学式（副会長祝辞）
　…4/1
●大隈講堂新入生ガイダンス
　（副会長祝辞）…4/18
●メールマガジンの発行
　…11,12,1,2,3,4月号
●イヤーブックWA2018、
　ニュース105号発行…4/15

石渡雅男（苗S03）逝去日不明
石井泉二郎（苗S23）H29.5.4
伊藤 學（苗S27）H29.10.9
大川 昭（苗S27）H27.4.17
小菅 昇（苗S27）H29.3.30
大明義昌（苗S30）H29.12.4
神守孝司（苗S30）H29.6.21
竹内正志（苗S30）H22.2.21
大澤義行（苗S31）H29.7.13
関根正省（苗S31）H29.6.15
小川 敦（苗S32）H29.1.23
谷口 亮（苗S32）H28.8.19
関川満男（苗S33）H29.7.2
瀬島 峻（苗S34）H23.3
佐久間俊次（苗S35）H29.8.4
木村 肇（苗S36）H15.3.6
石川雄蔵（苗S37）H29.8.22
杉山喜信（苗S37）H29.7.27
宇賀孝男（苗S38）H29.6.15

久野 新（苗S38）H29.12.30
平野嗣明（苗S38）H17.2.28
中根 淳（苗S39）H29.8.25
日根野孝之（苗S41）H20.8.12
岡田 晢（苗S42）H29.7.9
升永 忠（苗S45）H29.4.28
西川恭資（苗S48）H29.12.18
早川和男（苗S56）H29.11.6
増井弘隆（苗H06）逝去日不明
香川正弘（院S47）H25.5.4
菅 恒一（友S03）逝去日不明
瀧野 計（友S30）H23.7.3
秋谷幸男（友S48）H29.6.6
原 利治（工S11）H13.12.2
佐藤英男（工S16）逝去日不明
増島太郎（工S23H29.10.6
南條新五（甍S16）H17.8.20
平石誠郎（甍S18）H29.2.12
上田常徳（甍S20）H29.8.31

寄付金


